
臨床に出て良く使う薬に抗菌薬（抗生物質）
がある。基本的なことを覚えているだろうか？

ヒトの細胞にない‘細胞壁’をターゲットとす
るものと‘蛋白合成’を阻害するものに分類で
きることを、、。後者は濃度を間違えば、強い

合併症が起きる。

知識：大きなミスを防ぐ基本
的知識

国家試験で覚えたバンコマイシン！



知
識
は
身
を
助
け
る
！



自験例

８４歳女性。

近医にて肺炎疑いで
１週間前より抗菌薬
服用。

昨日より腹痛を伴う
下血を生じる。

体温３８度Ｃ、筋生防
御なし

大腸内視鏡所見を
示す。

バンコマイシンは国家試験
でどんな形で出てきた？



8年前の問題より

a  0.5 %    b  2.1 %    c  0.5 %   d  95.0 %   e  2.2 %



８年前の問題より

a  96.6%    b  99.7%    c  1.5%   d  1.1%   e  0.6%



ワンパターン！

８２Ｄー３
４８歳の男性。急性気管支炎に既患し、１週前から抗生物質を服用して

いた。昨夜から、下腹部痛と頻回の粘血便とが起こり来院した。
大腸内視鏡写真を示す。
適切な治療薬はどれか。

a カナマイシン b バンコマイシン
c サラゾピリン d プレドニゾロン
e アザチオプリン

古い国家試験問題



丁寧に過去問を解
いていれば簡単

８５Ｄー３６
６２歳の女性。肝細胞癌で３回塞栓療法を受けている。１０日前から急性肺炎

のため抗生物質で治療を受けていたところ、一昨日から再び３８度Ｃの発熱と下
痢を訴えるようになった。大腸内視鏡写真を別に示す。
この患者について適切なのはどれか。

（１）好気性菌感染が原因である。 （２）糞便中に細菌毒素が証明される
（３）低カリウム血症を来たす。 （４）高カルシュウム血症を来たす。
（５）カナマイシン投与が有効である。

a （１）、（２） b （１）、（５） c （２）、（３） d （３）、（４） e （４）、（５）

古い国家試験問題



有効性と
その関連

作用 細胞壁合成阻害 タンパク、核酸
合成阻害

細胞毒性 － ＋

The time above MIC* AUC**

PAE*** － ＋

β－ラクタム系
アミノグリコシド
ペプタイド系

抗菌薬の基本

***Post Antibiotic Effect:抗菌薬が微生物に接触した後に持続してみられる増殖抑制効果

**Area Under the blood concentration time Curve:薬物血中濃度一時間曲線下面積

*Minimum Inhibitory Concentration:最小発育阻止濃度
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